
20年以上に渡りCAEに携わってきたプロフェッショナルが一堂に会するCAE Solutions Conference 2023春を開催
いたします。今回は、セッションA/セッションBの2部構成とし、弊社が従来よりご紹介している設計者向けの構造・熱流体解
析に留まらず、AIとCAE、火災/避難等の災害シミュレーション、プログラム開発等、幅広い分野での講演を実施いたします。
今回は基調講演として慶應義塾大学高野先生をお招きし、5年後、10年後を見越した新しいCAE技術の実用化を

目指す研究事例をご紹介いただきます。

※競合および同業他社からの申し込みはお断りさせていただきます。

[詳細、お申込]

時間 講座内容

基調講演
製造業における確率的シミュレーションの実践例：メリットと課題点
製造プロセスに起因するばらつきを考慮した確率的シミュレーションは、リスク評価や製品の品質保証に有効なアプローチで
すが、適用する問題ごとに適切な手法の選択が肝要です。5年後・10年後を見越して新しいCAE技術を開発すべく、確
率的シミュレーションの実用化を目指した研究事例を紹介します。金属材料の3D積層造形や焼入れ、FRP（繊維強化
プラスチック複合材料）の各種成形プロセスを対象とした実践例を実験結果・計測データとともに紹介しながら、不確かさの
モデリング、データとの融合、経験知やスキルの定量化に役立つ情報をお届けします。

講師：慶應義塾大学 理工学部機械工学科 教授 高野 直樹 様

10:00
｜

12:00

〒102-0072
東京都千代田区飯田橋2-1-10 TUGビル8F
TEL. 03-3514-1506 FAX. 03-3514-1507

URL：https://www.cae-sc.com/event-news/caeconf-202205

Pathfinderを活用した群集シミュレーションと可視化
Pathfinderを活用した災害時の避難シミュレーションや大規模集客施設の群集シミュレーション
事例を紹介します。
また、群集誘導計画を立案する上で情報共有のための可視化手法について解説します。

講師：大阪大学 サイバーメディアセンター 准教授 安福 健祐 様

13:00
｜

13:50

火災＋避難シミュレーションとVR活用
商業施設や高層ビル・各種ターミナルにおいて、火災解析支援ソフトPyroSimで求めた解析結
果を用い、人流シミュレーションPathfinderで火災避難時の経路検討を実施される連成運用が
増加しております。より効果的な検証に向けて、VRモードによる1人称視点対応の準備が整いまし
たのでご紹介いたします。

講師：株式会社CAEソリューションズ 技術部 木津 充智

14:00
｜

14:50

GLMにおけるHELYXを用いた流体解析
本講演では、弊社で流体解析環境をゼロから立ち上げた経験を基に、小規模の会社における
CAE解析の始め方や留意点を交えながら、HELYXを用いた弊社電気自動車の空力解析、およ
び富岳スーパーコンピュータの利用事例について紹介します。

講師：GLM株式会社 技術本部 シミュレーションリーダー 福井 淳一 様

15:00
｜

15:50

スーパーコンピュータことはじめ
～手軽に使える！？産業利用向けFOCUSスパコン等のご紹介～
スーパーコンピュータの産業利用支援を行っているFOCUS（計算科学振興財団）の概要と、企
業の皆さまが手軽に使える「産業利用向けFOCUSスパコン」をご紹介するとともに、より身近になっ
た「富岳」についても補足します。

講師：公益財団法人計算科学振興財団 普及促進課 課長 高橋 太一 様

16:00
｜

16:50

オススメ！！
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Moldflowの最新機能と開発動向
本セッションでは樹脂流動解析のリーディングソフトMoldflowの最新機能と開発動向をご紹介します。
・昨秋リリースのver.2023と今春リリースのver.2023.1の概要
・新しいライセンスシステム「シングルユーザーライセンス」の仕組みと運用上の注意点
・解析新機能と精度向上への取り組み
・今後の開発動向

講師：オートデスク株式会社 アカウント営業本部 アドバンスドマニュファクチャリングソリューションズ
シミュレーションスペシャリスト 宮﨑 寿 様

13:00
｜

13:50

SOLIDWORKSのための『電磁界解析』ソリューション
SOLIDWORKSユーザのためにリリースされた新製品、『Electromagnetics Engineer』では低周波
(モーター・静電場製品)から高周波(RF・Optics製品)までをオールインパッケージでご提供させていただくこ
とになりました。モータ設計開発から電磁ノイズ対策にお困りのお客様まで、汎用性の高い電磁界シミュレー
ションテクノロジを実感いただきます。本セッションでは『Electromagnetics Engineer』の機能やその価値
について事例を交えて紹介します。

講師：ダッソー・システムズ株式会社 ブランド統括事業本部 SIMULIA事業部

テクニカル・スペシャリスト 大森 寛康 様

14:00
｜

14:50

「Abaqus」リアリスティック・シミュレーションのご紹介
日常的に行うような単純な現象から、マルチフィジックスを含む高度なエンジニアリングの問題まで、
多種多様な産業用途をカバーできる強力なソリューションをご提供するリアリスティック・シミュレーショ
ンツール「Abaqus」。さまざまな産業、分野での豊富な解析事例をご紹介します。

講師：株式会社CAEソリューションズ 技術部 梶本 範浩

15:00
｜

15:50

全方向音源可視化ツール「OnView」の開発事例紹介
CAEソリューションズでは小規模～大規模開発、GUI開発、既存ソフトウェアとの連携開発など、お客様の持つアイディア、ノウハウを形にするた
めの様々な要求にお応えしております。このセッションでは、これまでに行った開発事例の一つであり、現在弊社より販売している3Dマイクロフォン
収録データ解析ツールである「OnView」を紹介いたします。

講師：株式会社CAEソリューションズ 技術部 平澤 一浩

AIとCAE
AIの利用が活発になっていますが、これからのソフトウェア開発の方向性を探るために、AIとCAEの関係がどのようなものになるかを調査しました。
このセッションでは、解析ソフトウェアをご利用されているお客様のご参考のために、調査結果概要を報告いたします。

講師：株式会社CAEソリューションズ 先進技術推進室 大木慎一

16:00
｜

16:50

オススメ！！
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